
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 3年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 2. 公共施設設計・施工監理事業

1. 土木管理費

2. 建築管理費 資産管理経営室

（佐倉市）　　

第５章
市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち -

（市民参加・自治体運営） 令和 3年度 -

経常 単独 計画 0 0 1,145 基本施策６
資産管理 令和 4年度 -

令和 5年度 -

施策１
公共施設の適切な保全を行います 令和 6年度 -

令和 7年度 -

諸収入 その他

59 0 59 △59

59 1,040 59 0 981

公共建築物の建設等に伴う工事の設計及び施工監理を行 各事業課からの依頼による専門部署の一括管理により、 公共施設を適切に管理することで、市全体として快適な

います。 公共施設等の工事を適切かつ迅速に行います。 施設サービスを提供することができます。

・設計事務用書籍等の購入

・営繕積算システム使用料

専門書籍の購入、技術習得のための研修について 営繕積算システム 営繕積算システムの価格が決定される時期は、１

は、専門部署であることから、必須である。 ・令和元年度に使用料が減額されたことを反映させる 月以降とのこと。

・使用台数を１台減らす

・複合単価データ利用承諾の価格改定を見込む

08 30 50 △20

10 100 142 △42

13 754 801 △47

18 156 151 5

22 05 04 01 50 18 上下水道部機器使用料 59 59 59 0

差引一般財源 △59 981 △59 1,040


